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項項 1: 化化化化び会会会会

· 製化製製製

· 化化化の名名 Aquacare

· 製化コペコ 1600617

· 該該該該該ままま混混該の関関関関関関化び使関使使関関追追追な関関会会ま得ららららまらら。
· 推推関関 Rinsing spray for professional use

· 安安デペデデペデの供供供の詳詳会会
· 供供供の会会名名,住住化び電電番番

Bien-Air Dental S.A.
Länggasse 60
CH-2504 Biel/Bienne
Switzerland
Tel.: int. +41 (0)32 344 64 64
office@bienair.com
http://www.bienair.com/

· この他の会会情ら混わら先: Product safety department

· 緊緊関緊電電番番
Swiss Toxicological information center
E-Mail: info@toxi.ch
24-h-Emergency number: From CH: 145
                                                From abroad: +41 44 251 51 51

項項 2: 危危危危危の要要

· 化化化のGHS分分

火火

可可危/引火危エエエペエ　区分1 H222-H229 極めら可可危可ま引火危の高らエエエペエ  高高高高：熱す
るる破破のののら

· GHSララエ要要（絵絵絵可まデバはエ,注注注注注,危危危危危会会化び注注注き）
· GHS ララエ要要
本製化まGHS(化化化の分分のよび絵絵に関する世世世世デシシシ) によに分分化び絵絵さらららます。

· 絵絵絵

GHS02

· 注注注注注危危
· 危危危危危会会
極めら可可危可ま引火危の高らエエエペエ 高高高高：熱するる破破のののら

· 注注注き
医化追な助助が必要なるきにま，製化高高やララエやややららやこる。 

製供の手の届かならるこかに置やこる。
使関使にララエやよや読むこる。
熱/火火/裸火/高高のやののよのな着火着から遠ざざるこる。。使禁。
裸火ままま他の着火着に噴噴しならこる。
使関使や含め、穴や開ざまに可やしまにしならこる

(2ペペペに続や)
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印日から遮遮し、50０C 以以の高温ににや露しならこる。
· GHS分分に関関しなら可まGHSで扱わらなら他の危危危危危
· PBT（残残危、生該生生危、毒危該該）化びｖPvB（高残残危、高生該生生危該該）エアシアバデ
· PBT （残残危、生該生生危、毒危該該）:会会なし
· vPvB （高残残危、高生該生生危該該）:会会なし

項項 3: 組組化び組分会会

· 化化該該・混混該の区製: 混混該
· 説説:危危のなら混ぜ混わらかまやしま以以組分からなる混混該

· 危危な含危組分:

115-10-6 ペアジエエペシエ

 高高ガシ(高生ガシ), H280

20-30%

64-17-5 ethanol

 引火危引引　区分2, H225

20-30%

67-63-0 propan-2-ol

 引火危引引　区分2, H225;  重重な眼の損損危/眼眼眼危　区分2, H319;
関関特追特高危危危(単単単露)　区分3, H336

1-10%

78-93-3 butanone

 引火危引引　区分2, H225;  重重な眼の損損危/眼眼眼危　区分2, H319;
関関特追特高危危危(単単単露)　区分3, H336

<0.5%

項項 4: 応緊応置

· 応緊手該応置に関する説説
· 皮皮に付着しま場混一一追にまこの製化ま皮皮にま眼眼まなら
· 眼に入やま場混瞼や開ざままま、流流で何分何か眼やすすを
· 飲み込らん場混状状が好好しなら場混にま医医に相相する
· 緊危急状化び遅遅危急状の最や重要な微微急状追追追な関関会会ま得ららららまらら。
· 何らかの即即医即応置化び関製特即の必要危や絵す兆微追追追な関関会会ま得ららららまらら。

項項 5: 火火即の応置

· 消火消
· 適適な消火消 CO2, 消火消消消あるらま流水水。火が大きら場混にま流水水やしやま耐エエコペエ危性や使関
· 本化化該該ままま混混該から遅生する関製な危危危追追追な関関会会ま得ららららまらら。
· 消火消消や行の供の関製な保保保化び予予応置
· 関製な保保保保:関製な応置ま必要るしなら
· のの他の会会汚汚さらま消火流ま分ざら単回、以流応下場に送に込らでまならなら

項項 6: 漏漏即の応置

· 人引に対する注注注項,保保保化び緊緊即応置予保防や着関。予保防や着関しららなら人ま近づざなら
· 環環に対する注注注項以流応下下下、地以流あるらま地以流に達しならよのにする
· 封じ込め化び浄化の方方化び機機十分な換換や心がざる
· 他のアのデババのの助化
安安な取に扱ら方に関しらま 7 項や参参
人の保保保保の会会に関しらま 8 項や参参
廃廃応分に関しらま 1 3 項参参

 JP 
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項項 7: 取扱ら化び保保以の注注

· 取扱ら正しら利関方方の場混にま関製な応置ま必要なら
· 火火のよび爆遅予使に関する注注注項:

火あるらま可えららるやのにま吹き付ざなら
遅火供ま遠ざざる。使禁
高高ま追高さらま状状にある。直水印日のよび  5 0 ℃以以の高温ま避ざる  ( 例 :  電電なな )

。使関しま使や無下にこじ開ざまに、可やしまにしなら

· 混混危危危や含めま安安安安安安
· 保保
· 保保シペペシのよび高高に関する要要注項:高生ガシガガの保保に関する関関該関の規関に注注するこる
· 同じ場住に保保する際の注注注項:必要なら
· 保保安安に関するのの他の注注注項:

高高ま追高さらま状状にある。直水印日のよび  5 0 ℃以以の高温ま避ざる  ( 例 :  電電なな )

。使関しま使や無下にこじ開ざまに、可やしまにしなら
· 保保のラシ: 2 B

· 関関の最最関関追追追な関関会会ま得ららららまらら。

項項 8: にや露予使化び保保応置

· 許高生温許

· 作作場にのらら限世限の監監や要する組分:

67-63-0 propan-2-ol

OEL 最大許高生温: 980 mg/m³, 400 ppm

78-93-3 butanone

OEL 長長限: 590 mg/m³, 200 ppm

· 生該化追許高限や持つ原原:

78-93-3 butanone

OEL-B 5 mg/l

試　原: urine

試原試取即長: End of shift or a few hours after high exposure

該　該: Methylethylketone

· 追追注注注項:生組即に危有ななシデがやるになやららる

· 下保対設
· 技技下保の形引に関する追追注注注項: のの他の申し立らなし、 7 項参参
· 保保保
· 一一予使応置のよび衛生応置:休休の使、作作最作使にま手や洗の
· 呼呼保保高保:室室換換が十分な場混にま必要なら
· 手の保保:

保保手保

手保の機該ま該該/機原/世混消に対しら耐危であに、組分や通すこるがあやらまならなら
浸浸即何、浸透危のよび劣化の点や残注しながら手保の機該や選選する

· 手保機
ニデなエニシ

≧勧める機該の厚さま  0.2 m m

適該な手保ま機該んざでまなや、のの他の化該によやらや変わに、各アペメペによやら異な
る。世混する際の該該ま複複の組分から生組さら
るまめ、手保機の耐耐危ま予予できなら。このまめ使関使にま必ずジずガのしなざらにならなら

· 手保機の浸浸即何
>240min

(4ペペペに続や)
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正正な浸浸即何につららま保保手保アペメペに情ら混わら、のらや遵遵するこる
· 眼の保保:

密密密保保めがめ

· 引の保保:作作保保防

項項 9: 該下追化び化化追危該

· 基本追な該下化び化化関危に関する会会
· 一一一絵注項
· 該下状状 エエエペエ
· 色 無色
· 臭ら 関特追
· 嗅嗅嗅限 決まやららなら.

· 混点／凝凝点（混混該の場混ま,記記記記可） 決まやららなら
· 沸点可ま初残点化び沸点沸沸 エエエペエのまめ使関できなら
· 可可危 会会なし
· 爆遅以限世化び爆遅以限世／可可限世
· 以限: 3 Vol %

· 以限: 18.6 Vol %

· 引火点 -41 °C

· 自自遅火点 プププのデま自自遅火しなら
· 分分高温 決まやららなら.

· pH 要 20 °C 4.5

· 粘危:
· 消粘危動 決まやららなら.

· 力化追: 決まやららなら.

· 溶分温（混混該の場混ま,記記記記可）
· 流: 完安に混混できる
· n-

オのデオペエ／流分水関複（log限）（混混該の場混ま
,記記記記可） 決まやららなら.

· 蒸換高 要 20 °C 5,200 hPa

· 密温化び／可ま相対密温
· 密温 要 20 °C: 0.84 g/cm³

· 相対追密温 決まやららなら.

· 蒸換密温 決まやららなら.

· のの他のデペデ
· 外外
· 形: エエエペエ
· 健健のよび環環保保ならびに安安に関する重要な一
絵注項

· 遅火高温: 235 °C

· 爆遅の危危: プププのデま爆遅する危危まなら。まんし爆遅す
る危危のあ
る蒸換る空換の混混該や形組する可可危まある

· 溶消含危溶:
· 危機溶消: 51.5 %

· 流: 48.0 %

· 状状の変化
· 換化気温 会会なし

 JP 
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項項 10: 安関危化び反応危

· 反応危追追追な関関会会ま得ららららまらら。
· 化化追安関危
· 熱分分/単避すすき安安:規関なのにの使関でま分分しなら
· 危危危危反応可可危危危な反応ま注きららなら
· 避ざるすき安安追追追な関関会会ま得ららららまらら。
· 混混危危該該追追追な関関会会ま得ららららまらら。
· 危危危危な分分生組該危危な分分プププのデまなら

項項 11: 危危危会会

· 毒危化追毒毒に関する会会
· 緊危毒危呼入するる危危のののら
· 誤えら危危危追追追な関関会会ま得ららららまらら。

項項 12: 環環毒毒会会

· 毒危
· 流生生該に対する毒危:追追追な関関会会ま得ららららまらら。
· 残残危・分分危追追追な関関会会ま得ららららまらら。
· 生状生生危追追追な関関会会ま得ららららまらら。
· 土土土の移消危追追追な関関会会ま得ららららまらら。
· PBT（残残危、生該生生危、毒危該該）化びｖPvB（高残残危、高生該生生危該該）エアシアバデ
· PBT （残残危、生該生生危、毒危該該）:会会なし
· vPvB （高残残危、高生該生生危該該）:会会なし
· オエバ層のの危危危
追追追な関関会会ま得ららららまらら。
追追追な関関会会ま得ららららまらら。

· 他の副作関
· のの他のエコプペペに関する注注注項:
· 一一注注注項:

流のの危危温分分 1 (コドドの規関) (自自自関): 流に対する危危危まわずかにある
薄めずに、あるらま大溶に地以流、河河やしやま以流下下に流しらまならなら

項項 13: 廃廃以の注注

· 化化化（残残廃廃該） , 該該化化化が付着しららる汚汚高高化び包保の安安で , かつ , 環環以環ま
しら廃廃,可まなはドのエに関する会会

· 勧勧:家家ごみるまらやしごに応分できなら。以流応下下下に流しらまならなら

· 洗浄さらららならガガさペペ:
· 勧勧:関関該関の規規に従やら応分する
· 推推する洗消:流、場混に応じら洗消や使やら

項項 14: 輸送以の注注

· 国関番番
· ADR, IMDG, IATA UN1950

· 化名（国関輸送名）
· ADR 1950 AEROSOLS

· IMDG AEROSOLS

· IATA AEROSOLS, flammable

(6ペペペに続や)
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· 国関分分（輸送にのざる危危危危危のラシ）

· ADR

· 分分 2 5F ガシ
· 危危該ララエ 2.1

· IMDG, IATA

· Class 2.1

· Label 2.1

· 高高許容
· ADR, IMDG, IATA 無有

· 環環危危: 会会なし

· ユペユペ関関製予予応置 警勧: ガシ
· さシラペ符番: - 

· EMS (電製アペエはペメシメババペ) 番番: F-D,S-U

· Stowage Code SW1 Protected from sources of heat.
SW22 For AEROSOLS with a maximum capacity of 1
litre: Category A. For AEROSOLS with a capacity
above 1 litre: Category B. For WASTE AEROSOLS:
Category C, Clear of living quarters.

· Segregation Code SG69 For AEROSOLS with a maximum capacity of 1
litre:
Segregation as for class 9. Stow "separated from" class
1 except for division 1.4.
For AEROSOLS with a capacity above 1 litre:
Segregation as for the appropriate subdivision of class
2.
For WASTE AEROSOLS:
Segregation as for the appropriate subdivision of class
2.

· MARPOL73/78附附注II化びIBCコペコによるにら生
み輸送さらる引引該該 会会なし

· 輸送/のの他の説説:

· ADR
· Excepted quantities (EQ) Code: E0

Not permitted as Excepted Quantity

· IMDG
· Limited quantities (LQ) 1L

· Excepted quantities (EQ) Code: E0
Not permitted as Excepted Quantity

· UN "模沸規模: UN 1950 AEROSOLS, 2.1

 JP 
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項項 15: 適関方適

· 該該方適の名名化びのの方適に基づや規模に関する会会追追追な関関会会ま得ららららまらら。
· 化化方

· 既既化化該該

7732-18-5 water, distilled, conductivity or of similar purity Ja

115-10-6 ペアジエエペシエ 2-360

64-17-5 ethanol 2-202

67-63-0 propan-2-ol 2-207

124-38-9 二二化二要 1-169

78-93-3 butanone 2-542

89-78-1 menthol 3-2333

89-80-5 p-Menthan-one 3-2398

470-82-6 １，８。エエエデガラアバデバ 5-684

4180-23-8 trans-Anethole 3-572, 3-2762

14073-97-3 l-Menthone 3-2398

· 関関化化該該

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 監監化化該該、旧旧二旧監監化化該該、旧旧旧旧監監化化該該

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 優先優優化化該該

67-63-0 propan-2-ol

78-93-3 butanone

· 白該該

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 既既化化該該安安危点既既既（分分危・生生危）

115-10-6 ペアジエエペシエ

64-17-5 ethanol

67-63-0 propan-2-ol

78-93-3 butanone

· 既既化化該該安安危点既既既（毒危）

室高組分まなシデエガプさらららなら

· PRTR 模温 - 旧一旧一関化化該該

室高組分まなシデエガプさらららなら

· PRTR 模温 - 旧二旧一関化化該該

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 毒該化び劇該取劇方:劇該

78-93-3 butanone

· 毒該化び劇該取劇方:危機デエバ化混該から除からるやの

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 毒該化び劇該取劇方:毒該

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 毒該化び劇該取劇方:関関毒該

室高組分まなシデエガプさらららなら

(8ペペペに続や)
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· 労労安安衛生方
· 危危該

· 爆遅危の該（下行適製絵旧１旧１番）

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 遅火危の該（下行適製絵旧１旧２番）

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 二化危の該（下行適製絵旧１旧３番）

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 引火危の該（下行適製絵旧１旧４番）

64-17-5 ethanol

78-93-3 butanone

· 可可危のガシ（下行適製絵旧１旧５番）

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 関関化化該該許

· 旧一分該該

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 旧二分該該

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 旧旧分該該

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 名名許や通通すすき危危該（製絵旧９）

64-17-5 ethanol 61

67-63-0 propan-2-ol 494

· 製製許可該該

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 鉛土毒予予規規（下行適製絵旧４）

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 四エエエエ鉛土毒予予規規（下行適製絵旧５）

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 危機溶消土毒予予規規旧（下行適製絵旧６の２）

· 旧一旧危機溶消許

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 旧二旧危機溶消許

67-63-0 propan-2-ol

78-93-3 butanone

· 旧旧旧危機溶消許

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 強ら変異原危が認めららま化化該該

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 消予方

64-17-5 ethanol

67-63-0 propan-2-ol

78-93-3 butanone

· 海海汚汚予使方

64-17-5 ethanol

67-63-0 propan-2-ol

78-93-3 butanone

(9ペペペに続や)
 JP 
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安安デペデデペデ
JIS Z 7253:2019  に よ る

印印印: 2021.03.01 改改印: 2021.03.01バペペババ番番： 2

化化化の名名 Aquacare

(8ペペペの続き)

52.1.2

· 関関該該許の規模許によるオエバ層の保保に関する方法

· 関関該該特特該該

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 関関該該

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 大換汚汚予使方

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 流該汚水予使方

· 危危該該

室高組分まなシデエガプさらららなら

· 一関該該

室高組分まなシデエガプさらららなら

· GHS ララエ要要
本製化まGHS(化化化の分分のよび絵絵に関する世世世世デシシシ) によに分分化び絵絵さらららます。

· 絵絵絵

GHS02

· 注注注注注危危
· 危危危危危会会
極めら可可危可ま引火危の高らエエエペエ 高高高高：熱するる破破のののら

· 注注注き
医化追な助助が必要なるきにま，製化高高やララエやややららやこる。 

製供の手の届かならるこかに置やこる。
使関使にララエやよや読むこる。
熱/火火/裸火/高高のやののよのな着火着から遠ざざるこる。。使禁。
裸火ままま他の着火着に噴噴しならこる。
使関使や含め、穴や開ざまに可やしまにしならこる
印日から遮遮し、50０C 以以の高温ににや露しならこる。

· 化化該該の安安危優優:化化該該安安危優優が遂行さらららなら

項項 16: のの他の会会
この会会ま現現の我我の認製に基づらららる。まんし、プププのデの関危や保保する
やのでまなや、まま契要にのらら方追法法にまならなら

· デペデデペデ作組作作: Product safety department

· 生要る二二二注:
ADR: Accord relatif au transport international des marchandises dangereuses par route (European Agreement Concerning the
International Carriage of Dangerous Goods by Road)
IMDG: International Maritime Code for Dangerous Goods
IATA: International Air Transport Association
EINECS: European Inventory of Existing Commercial Chemical Substances
ELINCS: European List of Notified Chemical Substances
CAS: Chemical Abstracts Service (division of the American Chemical Society)
PBT: Persistent, Bioaccumulative and Toxic
vPvB: very Persistent and very Bioaccumulative
PRTR/化保方: 化化該該化漏化化保下化化方
可可危/引火危エエエペエ　区分1: Aerosols – Category 1

高高ガシ(高生ガシ): Gases under pressure – Compressed gas

引火危引引　区分2: Flammable liquids – Category 2

重重な眼の損損危/眼眼眼危　区分2: Serious eye damage/eye irritation – Category 2

関関特追特高危危危(単単単露)　区分3: Specific target organ toxicity (single exposure) – Category 3
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